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６月１４日（日）

六
月
十
四
日
、
第
十
四
回
が
ん

か
け
ま
っ
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
。た
。。

当
日
は

、
今
に
も
泣
き
出
し
そ

う
な
空
模
様
の
も
と
、
願
掛
公
園

で
開
会
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
の

晴
天
へ
の
廱
い

も
む
な
し
く
、
途

中
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
止
む
な

く
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
に

会
場
を
移
し
て
再
開
し
ま
し
た
。

「
観
客
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
ま

ま
帰
っ
て
し
ま
う
の
で
は
」
と
主
―

催
者
側
も
心
配

し
ま

し
た
が
、

ホ
ー
ル
を
埋
め
た
大

勢
の
観
客

は
、
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
出

演
者
、
そ
し
て
今
年
で
歌
手
生
活

十
周
年
を
迎
え
る
ゲ
ス
ト
下
北
二

郎
さ
ん
に
、
盛
ん
な
拍
手
を
送
り

な
が
ら
、
休
日
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。

矢越若者会による御神楽奉納

第１３回

佐
井
村
国
民
健
康
保
険

ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
大
会

／６月９日脚

六
月

九

日

、
山

村

広

場

で
、

第

十

三

回

佐

井

村

国

民

健

康

保

険

ゲ

ー

ト

ボ

ー
ル

大

会

が
行

わ

れ
ま

し

た

。

村

内

の

六

チ

ー

ム

の

各

選

手

は

、

監
曁

の

さ

い
配

と

仲

間

の
ヤ

ジ
（
？
・
）
、

笑

い
声

の
中

で

、

真

剣

な
表

情

で

ボ

ー
ル

を

打

ち

こ

み

、

ゲ

ー

ト

を

通

過

さ

せ

て

い

ま

し

た

。

競
技
の
結
果
、
福
浦
の
ぬ
い
ど

う
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
八
月
上
旬

に
弘
前
市
で
行
わ
れ
る
青
森
県
民

体
育
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

爿
優

勝
し

た
ぬ
い
ど

う
チ

ー
ム

▼外野席も盛り上がってます



わいどの広場

釣 り 大 会

五

月
二

十
九

日
、

福
浦

小

中

学
校

の
釣
り

大
会

が
、

近

く
の
漁
港
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

二

時
間

二
十

分

の
制

限
時

間
内

に

、
一
番

大
き

な

魚
を

釣
り

あ

げ
た
チ

ー
ム

が
勝
ち

と

い
う

も

の
で
、
子

ど

も
た

ち

は
、

岸
壁

か
ら

釣
り

糸
を

垂

れ
、

真
剣

な
表

情
で

竿
の

先
を

見

つ
め
ま

し
た

。

途
中
雨

が
降
り
、

釣

果

が

心
配

さ

れ
ま
し

た

が
、
田

中

悦
子

さ

ん

が
二

十
六

セ

ン
チ

の

魚
を

釣
り

あ
げ

る
な

ど
、

み

な
さ

ん
、

な
か

な
か

の
腕

前

を
見

せ
て

く

れ
ま
し

た
。

も

ち

ろ
ん
食
卓

も
大

賑

い
？

天災は忘 れたころ に…赤十字奉仕団研修会

六
月

十
日

、
佐

井
村

赤
十

字

奉
仕

団

一
日
研

修
会

が
、

ア
ル
ザ
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た

。

日

赤
青

森
県
支

部

か
ら
三

名

の
講
師

を
迎
え

、

講
話
と

実

技

講
習
を

受
け

ま
し

た

。

災

害

時
を

想
定
し

た
欸

き
出

し
訓

練
で

は
、
参

加
者
四

十

人

が

一

人

分

ず

つ

「
「

イ

ゼ

ッ
ク
ス
」

と

い
う

特
殊

な

袋

に
米
と
水

を

入
れ

、
百
人

分
は

炊
け

る
と
い

う
大

き

な

釜

で

ゆ
で
ま
し

た
。
三

十

分

ほ

ど
で
炊

き
あ

が
り

、「
思

っ

た

よ
り

も
お

い
し

い
」

と
好

評

で
し

た
。
災

害
時

も
頼
り

に

な
り
そ
う

で

す
。

県 の 水 防 訓 練

六
月
四
日
、
大
畑
町
の
大

畑
川
河
川
敷
で
、
青
森
県
水

防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
県
と
む
つ
市
、

下
北
郡
の
七
町
村
か
ら
四
百

五
十
名
が
参
加
。
佐
井
村
消

防
団
の
十
二
名
の
団
員
は
、

川
が
増
水
し
堤
防
が
崩
れ
か

け
て
い
る
と
い
う
想
定
の
も

と
、
土
の
う
を
積
み
上
げ
た

り
、
斜
面
に
シ
ー
ト
を
張
り

つ
け
る
な
ど
、
水
防
工
法
を

迅
速
に
行
い
ま
し
た
。

折
し
も
強
い
雨
が
降
り
し

き
る
中
で
、
参
加
者
は
い
つ

に
も
増
し
て
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

春 の 遠 足

も
く
よ
う
び
は
、
た
の
し

い
ほ
い
く
し
ょ
の
え
ん
そ
く

で
し
た
。
み
ん
な
で
森
子
か

い
が
ん
へ
い
き
ま
し
た
。

う
み
の
あ
さ
い
と
こ
ろ
に

は
、
か
に
や
、
つ
ぶ
や
、
小

さ
い
さ
か
な
が
い
ま
し
た
。

み
ん
な
は
ブ
つ
み
の
水
を

ば
ち
ゃ
ば
ち
ゃ
さ
せ
な
が

ら
、
む
ち
ゅ
う
に
な
っ
て
、

い
っ
ぱ
い
つ
か
ま
え
ま
し

た
。お

け
る
は
、
い
つ
も
よ
り

お
な
か
が
す
き
ま
し
た
。
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

そ
と
で
た
べ
る
お
べ
ん
と
う

は
、
お
い
し
い
な
あ
／・



平 成１０年 度 ・カメラでカッと

村内各小中学校

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
各
小
中
学
校
で
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
屋
内
で
開
催
し
た
り
、
翌
日
に
順
延
し

た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
学
校
も
地
区
の
み
な
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
、
大
い
に
盛
り
あ
が
り
、
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

Ｓ・せいせい どうどう

たたかい ます ／

卜
じ
っ
ち
ゃ
ば
っ
ち
ゃ
も
ナ
イ
ス
シ
ュ
ー
ト

ー
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ

ー
イ
ン

・
佐
井

第２６回佐井村小学生

陸 上 競 技 大 会

六
月
十
日
（
水
）
に
佐
井
中
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
佐
井
村
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

競
技
会
の
各
種
目
で
一
位
～
三
位

を
獲
得
し
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

０
一
年
女
子
六
十
メ
ー
ト
ル

一
什｛

若
山

知
香
（
佐
井
）

一
一
位

平
井
な
つ
み
（
牛
滝
）

一
二
位

金
沢
真
里
子
（
佐
井
）

０
一
年
男
子
六
十
メ
ー
ト
ル

一
位
｝

木
下

瑛
一
一（
佐
井
）

一
一
位

中
村

海
成
（
佐
井
）

一
二
位

田
高
部
哲
平
（
佐
井
）

和
田

健
志
（
佐
井
）

佐
蔟

翼
（
原
田
）

０
一
一
年
女
子
六
十
メ
ー
ト
ル

一
位

畠
中

愛
理
（
佐
井
）

一
一
位

野
村

陽
子
（
牛
滝
）

匸一
位

松
本

香
苗
（
磯
谷
）

柳
谷

夏
帆
（
佐
井
）

０
一
一
年
男
子
六
十
メ
ー
ト
ル

一
位

竹
内

和
宏
（
原
田
）

一
一
位

佐
藤

大
樹
（
佐
井
）

一
二
位

坂
井

太
一
（
牛
滝
）

回

二
年
女
子
百
メ
ー
ト
ル

一
位

宮
部
あ
ゆ
み
（
牛
滝
）

一
一
位

横
浜
英
里
香
（
佐
井
）

匸一
位

岡
村
あ
ゆ
み
（
佐
井
）

一
二
位

中

西
大
一
一
郎
（
牛

滝

）

０

四

年

女

子

八

百

メ

ー

ト

ル

一

位｛

福
田

裕

子
（
佐

井

）

一
一
位

川

岸

優
衣
（
佐

井

）

匸
一
位

岡
村

愛
（
佐

井

）

０

五

年

女

子

八

百

メ

ー

ト

ル

一

位

五

十
嵐

香

織
（
磯

谷

）

一
一
位

丹

藤

聡

子
（
原

田

）

一
二
位

坂

井

遙
（
牛

滝
）

０

六

年

女

子

八

百

メ

ー

ト

ル

一

位

舘

脇

夏

紀
（
佐

井

）

一
一
位

田

名

部

要

恵
（
佐

井

）

一
二
位

内
田

千

春
（
長

後
）

０

四

年

男

子
千

メ

ー

ト

ル

一

位
一

坪

谷

秀

樹
（
佐

井

）

一
一
位

島

野

智

明
（
佐

井

）

一
二
位

島

野

翔
平
（
佐

井

）

０

五

年

男

子

千

メ

ー

ト

ル

一

位

磯

谷

学
（
佐

井

）

一
一
位

竹

内

康

文
（
佐

井

）

一
二
位

樋

口

和

大
（
佐

井

）

０

六

年

男

子

千

メ

ー

ト

ル

一
位｛

山

本

伸

一
（
佐

井

）

一
一
位

蒔

田

剛

広
（
佐

井
）

一
二
位

長

谷

川

慎

吾
（
牛

滝

）

０

四

年

女

子

ソ

フ

ト

投

げ

一
什｛

竹

内

泰

子
（
牛

滝
）

一
一
位

奥

本

真

智

子
（
佐

井
）

匸
一
位

田

中

美

鈴
（
福

浦

）

０

五

年

女

子

ソ

フ

ト

投

げ

一
位

新

田

宙
心
利
（
磯

谷

）

一
一
位

開

山

友

紀
（
佐

井

）

一
二
位

能

登

梓
（
佐

井

）

０

六

年

女

子

ソ

フ

ト

投

げ

一
位｛

佐

々
木

智

子
（
磯

谷

）



Ｉ

ガ
ッ
ツ
だ
ぜ
／
二

等
賞

ソ
レ
ッ
／
あ
と
少
し
が

爿
高
坂
先
生
誘
拐
さ
れ
る
／・

卜
中
田
選
手

に
や
、
負

け
ら

れ
な

い

０
一
二
年

男

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位｛

船

越

渉
（
牛

滝

）

一
一
位

磯

谷

隹

太
（
佐

井

）

匸
莅

小

笠

原

直

也
（
佐

井

）

０

四

年

女

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位

川

岸

優

衣
（
佐

井

）

一
一
位

内

蔟

の

ど

か
（
佐

井

）

一
二
位

太

田

理

沙
（
佐

井

）

０

四

年

男

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位

米

沢

篤
（
原

田

）

一
一
位

坪

谷

秀

樹
（
佐

井

）

一
二
位

島

野

智

明
（
佐

井

）

島

野

期

平
（
佐

井

）

０

五

年

女

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位

五

十

嵐

香

織
（
磯

谷

）

一
一
位

坂

井

遙
（
牛

滝

）

一
二
位

丹

藤

聡

子
（
原

田

）

０

五

年

男

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位

磯

谷

学
（
佐

井

）

一
一
位

樋

口

和

大
（
佐

井

）

一
二
位

竹

内

康

文
（
佐

井

）

０

六

年

女

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位｛

米

沢

美

里
（
原

田

）

一
一
位

奥

本

友

理

子
（
佐

井

）

佐

々

木

智

子
（
磯

谷

）

０

六

年

男

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位｛

川

畑

祐

樹
（
佐

井

）

一
一
位

山

本

伸

一
（
佐

井

）

蒔

田

剛

広
（
佐

井

）

０

一

年

女

子
一
二
百

メ

ー

ト

ル

一

什｛

若

山

知

香
（
佐

井

）

一
一
位

萬

谷

春

奈
（
原

田

）

一
二
位

平

井

な

つ

み
（
牛

滝

）

０

一

年

男

子
一
二
百

メ

ー

ト

ル

一

位｛

中

村

海

成
（

佐

井

）

一
一
位

木

下

瑛
一
一（

佐

井

）

一
二
位

磯

川

一

世
（

磯

谷

）

０

二

年

女

子
一
二
百

メ

ー

ト

ル

一

位

畠

中

愛

理
（

佐

井

）

一
一
位

松

本

香

苗
（

磯

谷

）

ご一
位

柳

谷

夏

帆
（

佐

井

）

０

一
一
年

男

子
一
二
百

メ

ー

ト

ル

一

位
四

竹

内

和

宏
（

原

田

）

一
一
位

佐

菠

恵

太
（

原

田
田
）

匸
一
位

坂

井

太

一
（
牛

滝

）

回

二
年

女

子

六

百

メ

ー

ト

ル

一

位

宮

部

あ

ゆ

み
（

牛

滝

）

一
一
位

岡

村

あ

ゆ

み
（

佐

井

）

一
二
位

横

浜

英

里

香
（

佐

井

）

哲

二
年

男

子

八

百

メ

ー

ト

ル

一

什｛

船

越

渉
（

牛

滝

）

一
一
位

五

十

嵐

寛

朗
（

磯

谷

）

一
一
位

米

沢

美

里
（
原

田

）

匸
一
位

奥

本

友

理

子
（
佐

井

）

０

四
年

男

子

ソ

フ

ト
投

げ

一

位｛

島

野

翔

平
（
佐

井

）

一
一
位

鹿
嶋

龍

之
介
（
佐

井

）

一
二
位

加

蔟

日
日
吾
（
佐

井

）

０

五
年

男

子

ソ

フ

ト
投

げ

一
位

竹

内

康

文
（
佐

井

）

一
一
位

田

中

伸

弥
（
福

浦

）

一
二
位

磯
谷

学
（
佐

井

）

０

六

年

男

子

ソ

フ

ト
投

げ

一

位

坪

谷

政
人
（
佐

井

）

※
大

会

新

記

に

一
一
位

蒔
田

刪

広
（
佐

井

）

一
二
位

岡

村

挧
太
（
佐

井

）

０

四

年

男

子

走

り

幅
跳

び

一

位｛

米

沢

篤
（
原
ｍ

）

一
一
位

坪

谷

秀
樹
（
佐

井

）

一
二
位

太
田

裕

一
郎
（
佐

井

）

０

五

年

男

子

走

り

幅

跳
び

一

位

樋

口

和
大
（
佐

井

）

一
一
位

田

中

伸

弥
（
福

浦
）

一
二
位

竹
内

日
日
吾
（
佐

井

）

０

六

年

男

子

走

り

幅
跳

び

一

位

川

畑

祐
樹
（
佐

井

）

一
一
位

長

谷

川

慎
吾
（
牛

滝

）

一
二
位

山

本

伸

一
（
佐

井

）

０

四

年

女

子

走

り

幅
跳

び

一

位
四

太
田

理
沙
（
佐

井

）

一
一
位

福
田

裕

子
（
佐

井

）

ゴ
ー位

川

岸

優
衣
（
佐

井

）

０

五

年

女

子

走

り

幅
跳

び

一

位
’

越

膳

は

る

か
（
福

浦
）

一
一
位

中

村

真

奈

美
（
佐

井

）

一
二
位

丹

藤

聡

子
（
原

田

）

０

六

年

女

子

走

り

幅

跳
び

一

位
四

舘

脇

夏

紀
（
佐

井

）

一
一
位

内

田

千

春
（
長

後
）

一
二
位

和

田

郁

美
（
佐

井

）



啄哇碌だよリ

乳児健診について

ひ
と
り
の
女
性
が
一
生
の
間
に

生
む
子
ど
も
の
数
は
、
第
二
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
昭
和
四
十

九
年
か
ら
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

佐
井
村
で
も
生
ま
れ
る
子
ど
も
の

数
は
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、

赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
生
ま
れ
育
っ

て
い
け
る
よ
う
に
、
村
で
は
母
親

教
室
、
健
診
、
新
生
児
訪
問
や
健

康
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
乳
児
健
診
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

乳
児
健
診
は
生
後
四
か
月
、
七

か
月
と
十
～
十
二
か
月
の
赤
ち
ゃ

ん
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
健

診
の
囗
は
、
各
地
区
の
赤
ち
ゃ
ん

が
集
ま
る
た
め
と
て
も
賑
や
か
。

「
こ
こ
は
ど
こ
？
」
と
不
思
議
そ

う
な
顔
を
し
た
り
、
人
見
知
り
を

し
て
泣
き
出
し
た
り
と
、
い
ろ
い

ろ
な
姿
が
見
え
ま
す
。

大
人
の
一
年
間
と
子
ど
も
の
一

年
間
は
全
く
違
い
ま
す
。
な
か
で

も
乳
児
期
（
生
ま
れ
て
か
ら

匸
成

に
な
る
ま
で
）
の
成
長
は
と
て
も

早
く
、
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
一

年
間
で
体
重
は
三

倍
、
身
長

は

一
・
五
倍
も
成
長
す
る
の
で
す
。

こ
れ
を
大
人
で
例
え
る
と
、
体
重

は
五
〇
㎏
、
身
長

匸
（
Ｏ
ｍ
の
人

は
一
年
後
に
は
体
重
一
五
〇
晦
、

身
長
二
四
〇
四
に
成
長
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
当
た
り
前
に
思
う
赤
ち
ゃ
ん

の
成
長
ぶ
り
は
、
本
当
は
と
て
も

見
事
な
も
の
な
ん
で
す
ね
。

そ
し
て
、
身
長
や
体
重
だ
け
で

な
く
、
運
動
機
能
や
体
の
中
の
目

に
見
え
な
い
部
分
、
心
の
発
達
も

始
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
乳
児
健

診
は
、
成
長
・
発
達
の
著
し
い
乳

児
期
に
少
し
で
も
早
く

異
常
を
発
見
し
た
り
、

順
調
に
育
っ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
良
い
機
会
な
の
で

す
。保

健
婦
に
よ
る
健
康

相
談
も
併
せ
て
行
っ
て

い
ま
す
し
、
同
じ
月
齢

の
子
ど
も
を
も
つ
お
母

さ
ん
方
と
ふ
れ
あ
い
を
も
て
る
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
あ
と
が
き

け
じ
め
ま
し
て
。
今
回
初
め
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
た
、
新

人
保
健
婦
の
柳
田
で
す
。
す
で
に

お
会
い
し
た
方
も
い
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
が
元
気
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。
担
当
地
区
は

原
田
・
矢
越
・
磯
谷
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

乳児健康相談・健診の日程



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

自
分
に
で
き
る
こ
と

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

毎
年
恒
例
の
「
あ
す
な
ろ
夏
ま

つ
り
」
を
八
月
六
日
に
開
催
し
ま

す
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
夏
ま
つ
り

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

◆
日
時

八
月
六
日
（
木
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

◆
場
所

佐
井
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
あ
す
な
ろ
）

◆
募
集
内
容

労
カ
ボ
ラ
ン
イ
テ
ィ
ア

～
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

会
場
の
準
備
や
か
き
氷
・
や
き

と
り
な
ど
の
模
擬
店
の
手
伝
い

を
し
ま
す
。

⑥

果

茫

廁

よ

）

～
少
し
で
も
介
護
経
験
の
あ

る
方

食
事
の
介
助
や
車
椅
子
の
誘
導

を
し
ま
す
。

演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
自
分
の
歌
や
踊
り
を
一
生

懸
命
披
露
し
て
く
れ
る
方

夏
ま
つ
り
の
余
興
に
出
場
し
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
方
法

申
込
用
紙
が
社
会
福
祉
協
議
会

窓
囗
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

用
紙
に
記
入
の
上
、
申
込
み
く

だ
さ
い
。
団
体
で
申
込
み
す
る

場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。
必
ず

承
諾
欄
に
も
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
先

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

登
⑩
イ汢
１
００
１

◆
し
め
切
り

七
月
二
十
七
日
（
月
）

◆
そ
の
他

昼
食
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議
会

が
負
担
し
ま
す
。

平
成
十
年
度

「
家
族
介
護
者
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
毎
月
「
家
族
介
護
者
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

介
護
者
が
集
ま
っ
て
実
施
す
る

介
護
者
教
室
の
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
職
員
が
直
接
訪
問
し
て
相
談

や
指
導
を
行
う
訪
問
型
の
介
護
者

教
室
も
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
在
宅
介
護
者
も
参
加
で
き

ま
す
。

参
加
申
込
に
つ
い
て
は
い
つ
で

も
電
話
で
受
付
け
て
い
ま
す
か

ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
家
族

及
び
在
宅
介
護
者

◆
日

時

毎
月
最
終
月
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
前
十

一
時
ま
で

◆
場

所

・
佐
井
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー「
あ
す
な
ろ
匸
ア
イ
ル
ー
ム

・
訪
問
型
希
望
者
宅

◆
そ
の
他

参
加
者
の
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

月
に
よ
っ
て
内
容
・
日
時
な
ど

予
定
と
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

家族介護教室の開催予定



４月１日からはじま
ります

村
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
は
、
八
百

名
を
越
え
、
寝
た
き
り
や
癇
ほ
う
の
た

め
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も
増
え

て
お
り
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
最
大

の
不
安
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支

之
合
い
、
一
人
ひ
と
り
の
希
望
が
尊
重

さ
れ
、
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
介
護

保
険
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
村
が
運
営
主
体
（
保

険
者
）
と
な
り
、
平
成
十
二
年
四
月
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
は
本
人

や
家
族
が
村
に
申
請
し
、
村
で
は
訪
問

調
査
な
ど
を
行
い
、
介
護
が
必
要
か
ど

う
か
、
ま
た
そ
の
程
度
に
つ
い
て
認
定

し
ま
す
。

認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
表
１
に

あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
な
が

ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
つ
く
り
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
介
護
に
要
す
る
費

用
の
一
割
を
利
用
者
が
負
担

し
、
こ
れ
以
外
の
費
用
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
と
、
目
・

介 護 保 険 で 利 用 で き る

サ ー ビ ス の 種 類

在 宅 サ ー ビ ス

○訪問介護（ホームヘルプサービス）

○訪問入浴

○訪問看護

○訪問リハビリテーション

○日帰り介護（デイサービス）

○日帰りリハビリテーション（デイケア）

○短期入所生活介護（ショートステイ）

○短期入所療養介護（ショートステイ）

○居宅療養管理指導（医師等による訪問診療など）

○痴呆対応型共同生活介護（グループホーム）

○有料老人ホーム等における介護

○福祉用具の貸与・購入費の支給

○住宅改修費の支給（手すり、段差の解消など）

施 設 サ ー ビ ス

○介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

○介護老人保健施設（老人保健施設）

○介護療養型医療施設（療養型病床群など）

※介護が必要な程度によっては、利用できないサー

ビスもあります。

ビスの利用方法●



特集 平成１２年

介翳 關 度が

●要介護認定とサー
県
・
村
の
公
費
で
五
十
％
ず
つ
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

さ
ら
に
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

数
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
対
象
に
な
る
方
に
つ

い
て
で
す
。

Ｑ
Ｉ

保
険
に
加
入
す
る
人
（
被
保

険
者
）
は
ど
う
い
う
人
で
す
か
。

Ａ

被
保
険
者
は
、
四
十
歳
以
上
の
方

全
員
と
な
り
ま
す
が
、
年
齢
に
よ
り
次

の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者

六
十
五
歳
以

上
の
方

②
第
２
号
被
保
険
者

四
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
方
で
、
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方

Ｑ
２

ど
ん
な
人
が
給
付
を
受
け
ら

れ
る
の
で
す
か
。

Ａ

被
保
険
者
で
、
寝
た
き
り
や
癇
ほ

う
な
ど
、
生
活
上
、
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
方
（
要
介
護
者
）

ま
た
は
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
（
要
支
援
者
）
に
対
し
て

保
険
サ
ー
ビ
ス
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
第
１
号
被
保
険
者

は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

原
因
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
第

２
号
被
保
険
者
は
、
そ
の
原

因
が
、
脳
血
管
障
害
や
初
老

期
癇
ほ
う
な
ど
、
老
化
に
よ

る
も
の
に
隕
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

介護費用の財源



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

みんなで黼 し よう ／

次の 目 標 は１，０００日

ただいまの記録（７／１現在）

交通事 故死 ゼ 囗２０７日

家族会議 きょうのお題ぱ 交通安全”
毎
月
一
日
は

「
県
民
交
通
安
全
の
日
」
で
す
。

六
月
一
日
、
佐
井
駐
在
所
の
長

谷
川
所
長
と
交
母
の
会
三
名
は
、

新
入
学
児
童
の
家
庭
を

訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
若
山
知
香

さ
ん
（
古
佐
井
）
と
磯

川
翔
太
く
ん
（
大
佐
井
）

の
お
宅
で
家
族
会
議
を

行
い
ま
し
た
。

二
家
族
の
お
話
し
の

中
か
ら
は
、

・
家
族
が
家
を
出
る
時

は
、
い
つ
も
「
車
に
気

を
つ
け
る
よ
う
に
」
と

声
を
か
け
て
い
る
。

・
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
で
あ
る
古
佐
井
の
山

村
広
場
、
大
佐
井
の
土

場
や
し
お
さ
い
公
園
へ

行
く
と
き
、
ダ
ン
プ
等

の
交
通
量
が
多
く
危
な

い
の
で
、
い
つ
も
気
を

つ
け
て
い
る
。

・
道
路
の
両
側
の
草
加
車
道
ま
で

覆
い
か
ぶ
さ
り
見
通
し
が
悪
い
の

で
、
早
め
に
草
刈
り
を
実
施
し
て

ば
し
い
。

・
家
族
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

後
部
座
席
に
乗
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

・
子
ど
も
た
ち
は
、
バ
イ
ク
に
乗

る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
車
に
乗

る
と
き

は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
。

な
ど
の
話
題
が
出
て
、
子
供
た

ち
の
意
外
と
厳
し
い
目
に
苦
笑
い

の
ひ
と
こ
ま
も
あ
り
、
和
や
か
に

お
話
が
進
み
ま
し
た
。

長
谷
川
所
長
か
ら
は
、
「
友
だ

ち
と
遊
ぶ
と
き
は
車
に
よ
く
気
を

つ
け
て
ね
」
と
注
意
が
あ
り
、
道

路
で
は
遊
ば
な
い
こ
と
、
歩
行
中

の
ふ
ざ
け
っ
こ
、
飛
び
出
し
は
絶

対
に
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
、
握

手
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

三
父
通
安
全
は
家
庭
か
ら
”
を
理

念
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全

家
族
会
議
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故

を
我
が
家
か
ら
出
さ
な
い
た
め

に
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

無

事

故

を

願

っ
て

マ
盃

ヴ
ト

ー
プ
レ
ゼ
″
卜

初
夏
を
迎
え
て
、
み
な
さ
ん
も

畑
や
海
な
ど
の
仕
事
で
お
忙
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

母
の
会
で
は
今
年
も
マ
ス
コ
ッ

ト
を
作
り
、
先
日
、
箭
根
森
八
幡

宮
で
無
事
故
を
御
祈
願
し
ま
し

た
。今

年
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
バ
ラ

の
花
（
左
の
写
真
）
で
会
員
が
真

心
こ

め
て
手

づ
く
り
し
た
も

の

で
、
毎
年
交
通
量
が
多
く
な
る
「
夏

の
交
通
安
全
週
間
（
七
月
二
十
一

日
上

二
十
一
日
）
」
に
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

運
転
車
も
歩
行
者
も
交
通
安
全

に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
今
年
の
マ
ス
コ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン

ト
大
作
戦
は
七
月
二
十
一
日
に
佐

井
石
油
前
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

反

射

ベ

ル

ト

を

配

布

し

ま

す

村
で
は
、
村
民
一
体
と
な
っ
て

交
通
安
全
に
取
り
組
み
、
事
故
の

な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、
「
佐
井
村
交

通
安
全
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
た
こ
と
は
既
に
ご
存
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

今
回
そ

の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
村
の
全
世
帯
に
反
射
ベ
ル
ト

を
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
既
に
お
手
元
に
届
い
て
い
る

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

反
射
ベ
ル
ト
の
活
用
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
も
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

交通安全の大切さ を再確認（磯川さん宅）

会議が終 わってホッと一息（若山さん宅）

自転車は前のかご へ 歩行者 は腰などへ



～

ら
佐
井
駐
在
所

昔
⑩
２
２
１
８

～駐在所前通過車両のうち

約６０％の車が着用せず～

自
分
で
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い
て

も
、
い
き
な
り
対
向
車
線
か
ら
は
み
出
し

て
突
っ
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
時
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

で
助
か
り
ま
す
。
今
一
度
自
分
の
家
族
を

頭
に
思
い
浮
か
べ
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
確

実
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

あなたの命を守ります。

Ｏ５／４ 焼山林道古佐井川上

流で増水のため橋落

下

０ ５／１３ 大間営林署と合同で

山岳パトロール実施

０ ５／３１ 駐在所前で物件事故

Ｏ６／ＩＩ 仙台からの訪問販売

グループに対し厳重

注意

○旅の人で様子がおかしい者を

見かけたら通報してくださ

Ｖ≒

ひ

と

声

か

け

て

水

難

事

故

を

防

ご

う

佐
井
村
で
事
件
事
故
が
少
な
い

第
一
の
理
由
は
、
村
民
の
気
質
に

あ
り
ま
す
。
小
学
生

が
大
人
に

会
っ
て
あ
い
さ
づ
し
な
い
子
が
い

れ
ば
都
会
と
違
い
、
大
人
か
ら
声

を
か
け
て
や
る
と
い
う
温
か
い
環

境
が
、
子
供
た
ち
に
良
い
環
境
を

与
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
夏
休
み
を
ひ

か
え

て
、
川
や
海
で
遊
ぶ
機
会
も
増
え

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
村
民
の
方
々

に
お
願
い
で
す
。
小
学
生
を
見
か

け
た
ら
必
ず
ひ
と
声
か
け
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
。
「
気
を
つ
け
て
遊

べ
、
悪
い
こ
と
は
す
る
な
よ
」
と
。

六
月
六
日
に
佐
井
中
学
校

で
薬
物
教
室
を
行
い
ま
し
た

が
受
講
者
の
み
な
さ
ん
の
真

剣
な
態
度
に
感
心
し
ま
し
た
。

こ
の
席
で
、
中
学
生
の
み

な
さ
ん
に
、
交
通
安
全
に
つ

い
て
も
小
学
生
の
後
輩
た
ち

の
手
本
と
な
る
よ
う
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受

け
て
く
れ
ま
し
た
。

約
束
は
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
中
学
生
の
み
な

さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

悪

質

商

法

に

注
‥意

ｊ
あ
な

た

も

ね
ら

わ

れ
て

い

る

六
月
十
一
日
に
古
佐
井
地
区
と

大
佐
井
地
区
に
仙
台
か
ら
の
訪
問

販
売
員
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
前
日
に

大
間
町
で
も
営
業
し
て
い
ま
し

た
。販

売
行
為
自
体
は
法
律
に
違
反

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
方
法
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

日
用
品
な
ど
の
安
い
品
物
を
無

料
で
配
り
、
人
を
集
め
て
さ
ら
に

品
物
を
配
り
ま
す
。
そ
し
て
言
葉

巧
み
に
断
わ
れ
な
い
状
況
を
つ
く

り
出
し
、
市
価
の
何
倍
も
の
値
段

で
売
り
っ
け
て
契
約
書
に
サ
イ
ン

さ
せ
る
の
で
す
。
物
を
配
ら
れ
て

も
欲
を
出
さ
ず
、
は
っ
き
り
と
断

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

保 育 園 川 岸ち ひろ さ ん

佐井 小 １年 和田 けん じく ん

佐井 小 ２年 中村あ き らく ん

佐井 小 ２年 太田 あ やさ ん

佐井 小 ２年 島野こうすけくん

佐井 小 ２年 佐藤 だいき く ん

佐井 小 ２年 川 岸 か ずとく ん

佐井 小 ３年 七戸 ゆう やく ん

佐井 小 ３年 横浜え り かさ ん

佐井 小 ３年 布施 だい ちく ん

佐井 小 ４年 木下 あい さ ん



お知らせ

コーナー

村

職

員

募
集
し
ま
す

平
成
十
一
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
村
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

応
募
者
は
、
必
要
書
類
を
役
場

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

コ

募
集
人
員

・
上
級
一
般
職
員
（
大
学
卒
程

度
）
若
干
名

・
初
級
一
般
職
目
］（
高
校
卒
程

度
）
若
干
名

二
、
応
募
資
格

・
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

卒
業
（
見
込
）
及
び
高
校
卒

業
（
見
込
）
の
方

三
、
提
出
書
類

・
履
歴
書

・
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
）

証
明
書
・
成
績
証
明
書

・
健
康
診
断
書

・
写
真
一
枚
（
履
歴
書
に
添
付

し

た
写

真

と
同

様

の
も

の
）

四

、

試

験
日

程

・

九

月
二

十
日

（
日

）

十

時

・

町

村
会

主
催

の

全
国

統

一
試

験

で
試

験
会

場

は

青
森

市

内

五

、

試

験
科

目

・

教

養

試

験

、

事

務

適

性

検
査

内

田

ク
レ

ペ
リ

ン

精

神

検
査

・

面

接

試

験

（
後

日

佐
井

村

役

場

で

行

い
ま

す

。
）

六

、

給

料

等

・

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の
規

定

に

よ

り

ま

す

。

七

、

書

類

の
提

出

期

限

・

平

成

十

年

八

月

七

日

（
金

）

八

、

問

い
合

わ

せ

・

役

場

総

務

課

昔
⑩

Ｏ乙
１

１

１

年

金

の

支

払

通

知

年

一
回

に

な

り

ま

す

年

金

の
支

払

（
振

込

）

通

知

が

今

年

の
六

月

送

付

分

か

ら

年

一

回

に
な

り

ま

す

。

（
支

払

月

は

、
従

来

ど

お

り

で

す

。
）

な

お
、

年

度

の
途

中

に

年

金

額

の
改

定

等

が
あ

っ
た

場

合

に

は

別

途
通

知

し

ま

す

。

子

育

て

メ

イ

ト

ご
利

用

く

だ

さ

い

青
森

県

で
は

、

子

ど

も

が
健

や

か

に
生

ま

れ
育

つ

た

め

に
必

要

な

子

育

て

に

関
す

る
相

談

、

支

援

等

を

行
う

た

め
県

内

三

千

名

の
方

々

を

「
子

育

て

メ

イ
ト

」

に
委

嘱

し

ま

し

た

。

当

村

で
は

、

次

の
方

々

が
委

嘱

さ

れ
ま

し

た

。

○

松

谷

三

枝

（
大

佐

井

）

昔
⑩

り乙
６
↑
⊥
１

○

奥

本

昌

子

（
古

佐

井

）

昔
⑩

９
乙
４
［
Ｄ
６

○

竹

内

玲

子

（
古

佐

井

）

ａ

⑩
ｎ
乙
１
３
ｎ
乙

○

館

脇

昌

子

（
矢

越

）

昔
⑩

イ４
‘
３

９
ｒ
Ｄ

○

横

浜

志

保
子

（
磯

谷

）

昔
⑩

４

３

９
冖ｎ
）

「
子

育

て

メ

イ

ト
」

が
保

育

所

に

通

園

し

て

い

な

い
未

就

学
児

を

も

つ
家

庭

を
訪

問
し

、

子

育

て

の

悩

み

や

不

安

に

つ

い

て
相

談

を

受

け

た
り

、

情

報

を

提

供
し

た
り

し

ま

す

。

ま

た

、
未

就

学
児

童

に

隕
ら

ず

十

八

歳

未

満

の

子

育

て

に

関
す

る

悩

み

も

相

談
相

手

と
し

て
支

援

し

ま

す

。

相

談

は

無
料

で

、
秘

密

は
厳

守

し

ま

す

。

お

気

軽

に

ご
相

談
く

だ

さ

い
。

青

少

年

健

全

育

成

推

進

員

ご
存
じ

で

す

か

青

少

年

健

全

育

成

推

進

員

は

、

あ

す

の

佐

井

村

を

担
う

青

少
年

の

健

や
か

な

成

長

を

願

い
、

そ

の

育

成

を

図

る
こ

と

を

目

的

に

、
村

長

か

ら

委

嘱

を

受

け

て

次

の

よ
う

な

活

動

を

し

て

い
ま

す

。

一
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
だ

め
の
地
域
活
動
の
促
進

二
、
青
少
年
関
係
機
関
と
の
連
絡

及
び
協
力

三
、
青
少
年
団
体
等
の
活
動
の
促

進
及
び
指
導
者
の
養
成

四
、
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
の
相

談

五
、
青
森
県
青
少
年
健
全
育
成
条

例
の
啓
蒙
、
普
及

六
、
そ
の
他
青
少
年
健
全
育
成
村

民
運
動
の
活
動

佐
井
村
青
少
年
健
全
育
成
推
進

員
は
十
一
名
で
、
次
の
方
々
が
各

地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

○
古
佐
井

若
山

一
雄

ａ
⑩
２
９
７
８

田
名
部

久

登
⑩
２
０
０
８

０
大
佐
井

菊
池

丈
博

公
⑩
２
２
０
２

藤
田

康
子

公
⑩
２
９
６
０

０
原
田

池
田

進

公
⑩
４
０
７
５

０
川
目

伊
勢

和
幸

公
⑩
４
３
４
２

０
矢
越

宮
川
久
美
子

昔
⑩
４
０
０
８

０
磯
谷

横
浜

仁

ａ
⑩
４
３
９
６

０
長
後

大
石

光
明

公
⑩
５
４
０
６

０
福
浦

山
本

幸
治

登
⑩
５
１
３
１

０
牛
滝

中
百

等

昔
⑩
５
１
２
７

七
月
十
二
日
（
日
）
は

参

議

院

議

員

羇

の

投

票

日

で

す

。

●
投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

（
長

後
・
福
浦

・
牛

滝
は
七

時

ま

了

●
投
票
所

入
場

券
等

に
よ
り
指
定

さ
れ
た

場
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

●

告
示
日

六
月
二
十
五
日

●
投
票
で
き

る
方

・
平

成
十
年
三
月

二
十
四
日
以

前

に
転
入
届
を

さ
れ
た
方

・

昭
和
五
十
三
年

七
月
十
三
日
以

前

に
生
ま

れ
た
方

●

開
票

の
日
時
及
び
場
所

七
月
十
二
日

午
後
九
時
か
ら

津
軽

海
峡
文
化
館
（
ア
ル

ザ
ス
）

●
不
在
者
投
票

・
期
間

六
月
二
十
五
日
か
ら

七
月
十
一
日
ま
で

・

時
間

午
前

八
時
三
十
分
か
ら

午
後
八
時
ま
で

・

場
所

役
場
税
務

窓
口
横

”
政

治

の

主

役

は

あ

な

た

の

き

れ

い

な

こ

一ｒ



ゴ

ミ

の

不

法

投

棄

絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
／・

最
近
、
村
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
ご
み
の
不
法
投
棄
が
見
ら
れ
ま

す
。こ

れ
は
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
環
境
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
か
ら
、
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

あな たの良 心が疑 われます

ま
た
、
ご
み
の
収
集
日
で
な
い

日
に
ご
み
を
出
し
て
い
る
方
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
収
集
日
を
守
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な

く

そ

う

農

地

の

無

断

転

用

転

用

の

と

き

は

相

談

を

Ｉ

農

地

転

用

と

は

？
－

農

地

を

住

宅

、
工

場

地

、
山

林

な

ど
の
用

地
に

転
換

す

る
こ

と

で
す

。

○

最

近

、

農

地

の
埋

立

等

が

目

に

っ

き

ま

す

。

○

農

地

の
転

用

に

は

許

可

が

必

要

で

す

。

○

無

断

転

用

（
許

可

を

得

な

い
転

用

）

に
は

、

現

状

回

復

等

の

厳

し

い
措

置

が
な

さ

れ

ま

す

。

○

農

地

転

用

に

当

た

り

法

律

上

の

制

限

、

手

続

上

に

複

雑

な

問

題

も

あ

り

ま

す

か

ら

、

ま

ず

事

前

に

相

談

し

て

く

だ

さ

い
。

○

財

産

の
所

有

権

移

転

お

よ

び

相

続
等

の
相

談

も
行

っ
て

い
ま
す

。

・

問

い
合

わ

せ

先

佐

井

村

農

業

委

員

会

事

務

局

昔
⑩

り乙
１

１

１

出

稼

労

働

者

の

相

談

お

気
軽

に

ど
う

ぞ

村

で

は

、
村

内

の
出

稼

労

働

者

と

そ

の
家

族

の
相

談
、

求

人

情

報

の

提

供

な

ど

の
業

務

に
従

事

し

て

い
た

だ

く

た

め
、

次

の
各

氏

を

地

域

相

談

指

導

員

に

委

嘱

し

ま

し

た

。

・
今

修

一

（
川

旦
昔
⑩
４

１

３
７

・

山

本

秀
夫

（
古

佐

井

）

ａ

⑩

り
乙
冖
り
ｏ

り乙

就

労
先

で

の
事

故

や

病

気
、

留

守

家

族

で

の

問

題

な

ど

が
生

じ

た

時

に

は

、

お

気

軽

に

ご
相

談
く

だ

さ

い
。

む つ 科 学 技 術 館 だ よ り 登 ⑤ ２０９１

◆ 開 館 ２周 年 記 念 イベ ン ト◆（ ７／２０）

☆ アニ メ 「忍 た ま 乱 太 郎」上 映

１０：００～、１２：００～、１５：００～

☆ 原 子力 船 「む つ」２７年 のあ ゆ み（ビ デ オ ）

１３：３０～

☆ べ っ こ う 飴を 作ろ う ！

１０：００～、１４：００～

☆ む つ 科 学 技術 館探 検 ツ ア ー

１２：３０～ 先着３０名 参加賞 もあります

☆ ＭＳ Ｍ 探求 コ ーナ ー

＜超低温の世界を調べよう＞ １１：３０～

＜ ミクロの世界を調べよう＞ １４：００～

◆ むつ・下北海の祭典協賛 イベン ト◆（７／２５・２６）

☆ アニ メ「モ ジ ヤ公 ・ち び ま る 子ち ゃ ん」 上 映

１０：００～、１２：００～、１５：００～

☆ オ リ ジナ ル バ ッ チを 作 ろ う ！ （２５日 ）

１３：００～

☆ ペ ッ ト ボ トル ロ ケ ッ トエ 作 ・競 技 （２６日 ）

１０：００～ペットボトル３本と昼食が必要です。

☆ ＭＳ Ｍ 探 求 コ ーナ ー （２５日 ）

ご
ぞ
ん
じ
で
嶌
課
７

①

今
月
は
佳
民
福
祉

課
で
す
。

住
民
福
祉
課
は
、
村
民
の
み

な
さ
ん
と
直
接
ふ
れ
合
う
機
会

が
多
い
課
で
す
。
職
員
は
、
当

村
き
っ
て
の
美
女
（
！
）
六
名

と
、
美
男
子
（
？
）
七
名
の
計

士

二
名
で
、
人
数
と
平
均
年
齢

の
若
さ
で
他
課
を
圧
倒
す
る

（
サ

子
不
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
課

で
あ
る
と

自
負
し
て

い
ま
す
。

さ
て
、

当

課

で

は
、
み
な

さ
ん
が
生

涯

に

わ

た
っ
て
元

気
に
過
ご

せ
る
よ
う

に
、
日
常

生
活
を
さ

ま
ざ
ま
な

形
で
支
え
て
い
こ
う
と
、
日
夜

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

戸
籍
や
住
民
登
録
な
ど
の
窓

口
業
務
の
ほ
か
、
特
に
お
年
寄

り
や
体
の
不
自
由
な
方
、
家
庭

的
に
恵
ま
れ
な
い
方
が
、
経
済

的
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
年
金
や
生
活
保
護
制
度
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る「
介

護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
福
祉
と
医
療
の
両
面
で
、

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
準
備
し
て
い
ま

す
。

他
に
八

健
康
診
査

や
保
健
指

導
、
ゴ
ミ

の
処
理
、

犬
の
予
防

注

射

な

ど
、
具
体

的
に
挙
げ

れ
ば
こ
こ

で
は
書
き

き
れ
ま
せ

ん
が
、
健

康
で
住
み

よ
い
佐
井
村
を
つ
く
る
た
め
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

当
課
で
は
、
み
な
さ
ん
が
気

軽
に
來
庁
し
相
談
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています



満１歳おめでとう／／

加 藤 愛 理
ちぺ

（等・るみ子）大佐井

松 谷 凌 雅 ちべ

（比佐志・統子）大佐井

木 部 勇 二 郎
ちぺ

（浩司・由加子）古佐井

おこそう

あおもりの風 ／

＆れ蓐い・㎜ ・未來

青 森 県

文化観 光立県
宜言

７／１６（木）「手渡そう歴史の灯火」火おこし カウントダウン
イ ベ ン ト

佐井村を含む県内の全市町村が順々に火をおこし、文化観光立

県への参加意識を盛り上げます。

この火は、青森市の三内丸山遺跡ヘリレーされ、７月１９日の「か

がり火着火式」で点火します。

●ところ しおさい公園（雨天時はアルザス「しおさいホール」）

●時 間 午後４時から ●佐井小鼓笛隊出演

７／１９（日）宣 言 イ ベ ン ト

午前１１時から 三内丸山遺跡

●ふるさと大 祭典

● わんぱく体験 ・国際交流

● かが り火 着火式

● 宗次郎コンサート

※当日、県の運転免許センターは
休みとなります。

戸籍の窓口

６月１５日現在

○ご結婚おめでとう

（ 田中 芳弘 矢 越

佐藤美保子 原 田

（ 泉 一哉 大間町

滝本 陽子 原 田

○おくやみ申し上げます

佐藤 惣吉（みさ）原 田

山本 いと（元一）古佐井

伊勢 武（スヱ）大佐井

樋口 さよ（鉄雄）古佐井

※個人のプライバシーを尊重

する意味で、掲載して欲し

くない方は、届出の際係に

申し出てください。

佐 井 村 の 人 口

５月３１日現在

男 １，６２６ （土 ㈲

女 １，６２８ （－ ３）

計 ３ ，２５４ （－３）

世帯 数 １，１０７ （ ２）

（ ）内は前月比

齧

集

後

記

◆
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
、
今
月
か

ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
誕
生
さ
せ
ま

し
た
。
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
雑
感
や

裏
話
が
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
「
み
な

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
」
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
か
ら
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
ご

ぞ
ん
じ
で
す
課
？
」
を
は
じ
め
ま

し
た
。
役
場
に
対
し
て
「
ち
ょ
っ

と
近
寄
り
が
た
い
」
「
何
を
し
て

い
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
方
も

い
ら

っ
し

や
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
方
々
と
少
し

で
も
お
近
づ
き
に
な
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
役
場
各
課
の
仕
事
の
内

容
を
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
住
民
福
祉
課

で
し
た
が
、
お
分
か
り
い
た
だ
け

ま
し
た
か
。
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